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日常の小さな風景
ー新興住宅地再生モデルー
THE TRANSFORMATION TO SCHOOL
PROPOSAL OF FLOATING SCHOOL IN COASTAL AREAS
岡本祥史
Yoshifumi OKAMOTO
主査　下吹越武人　　　副査　赤松佳珠子・渡辺真理
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
 After The Great East Japan Earthquake (11/3/2011), it was `re recognized that modern society 
is losing an association. 
 The convenient city changed the human life to high degree. Although it made human to a thin 
relationship. Therefore it caused a lack of “humanity” in the town. Now we meet the turning point 
of the age, however, a life by a unit of town regenerate a community. Looking at the city, nothing 
changes from a macro viewpoint. While from a micro viewpoint, you could feel the transition of 
time from the changes of the structure and the human’s behavior and so on.
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段が多いことが特徴である。 路線だけではなく国道
246 号線、東名高速道路があることから都会へのアク
セスのし易さを見ることができる。
「金曜日の妻たちへ」のドラマの様な郊外の田園都市
の生活に憧れ、子育てのしやすさから人気が高く、郊
外に庭付き一戸建てをもつことがサラリーマン世帯の
憧れであった。
クラレンスペリーの「近隣住区論」になぞられる様に
小学校の半径 800m 内に住宅団地が形成されている。
戦後の荏田町には山が広がり谷部分に人々が生活して
いた。しかし、高度経済成長時に江田駅が開通し、東
急電鉄により荏田の新興住宅地開発へと進み、山を切
り開いて過去の連続性を持たない住宅団地が生まれ
た。
郊外の田園都市の生活は開発から 40 年が経過し、子
育てを終える親世代が残り、子どもたちは親元を離れ
ていく様子が伺える。町の状況は整備された公園も道
路も利用者はなく、商店街は衰退し、空家も見られる
ようになった。 豊かな生活とは対極的な町の様相と
なっている。
町を観察していくと住宅は閉じられて周りとの関係を
遮断している様子が写真からも見て取れる。
　以上のような状況は荏田だけではなく多くの新興住
宅地が抱える問題となってきている。NHK でも「郊
外住宅地の見えない空家」という特集が組まれるほど
０ ． はじめに
　 2011 3.11 東日本大震災以後、現代社会は共同性を
失いつつあることを再認識した。希薄な関係で出来上
がった便利な都市は完結度の高い住まい方へと変貌さ
せ、それは町に “ 人間らしさ ” の欠如を招いた。しかし、
時代の転換期を迎えた今、町という単位での生活が共
同体を再生し得ると考える。都市をマクロな視点でみ
ると都市の様相というものは変わらない。一方で、都
市をミクロな視点で見ていくと建物の移り変わりや
人々の生活の振る舞いなど多くの点で時代の変化とい
うものが体感できる。
では、共同体というものはどういうものかを考えてい
く。
新興住宅地の中で町に住まうことで町の共同体の形成
を目指すこととする。本研究は新興住宅地における住
宅の孤立した状況に着目し、町に住まうことの意味を
考察していくことを目的とする。
そして、 横浜市青葉区荏田町を対象に設計提案を行
う。
１ .   敷地
　荏田は神奈川県北部に位置し、湿気が多く、農業が
盛んだったことから荏田 ( 荏は湿気を意味する ) と名
付けられた。第三の山の手と言われベッドタウンとし
て青葉台、藤が丘、たまプラーザと共に開発された場
所である。身近に自然を感じることは多いが坂道や階
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である。
２ ．分析
横須賀市には全部で 79 の谷戸地区がある。その一つ、
汐入町 5 丁目の稲荷谷戸地区ではおよそ 5 ～ 6 軒に
1 軒が空き家。これは全国平均（およそ 7 軒に 1 軒）
よりも高い。住民の 3 割以上が 65 歳以上と高齢化も
進んでいる。「すでに限界集落といっていい状況」。（東
洋経済新聞より引用）
第一世代が高齢化していき、第二世代が定着しない現
状が横須賀市谷戸町に見られ荏田の現状、近未来に酷
似している。
左のグラフから人口の減少が平成 10 年前後から始ま
り、高齢者の増加に伴って空家の増加に繋がることが
読み取れる。また、高齢者の増加は年少世代の減少へ
と繋がるという興味深い数値も提示してくれている。
青 葉 区 の 空 家 率 も 2003 年 に は 2440 戸、2008 年 に
は 4890 戸、2014 年には 7000 戸を上回る現状がある。
（総務省統計局「住宅・土地統計調査」より）
現在は、ライフスタイルや価値観が多様化し、夫婦共
働きが多くなってきている。住まいの選択も郊外の持
ち家だけではなくなり、若い世代にとっては、子育て
と仕事の両立、充実した子育て環境、生活の利便性や
楽しさなどが住まい選びの主要な判断基準 となって
いる。職場からの距離、時間に加えて、経済成長が期
待できない時代に “ 買って住む ” イメージが強い郊外
住宅地は、若い世代にとってハードルが高いのが実状
である。このような理由から、若い世代は「ベッドタ
ウン」という言葉に象徴されるような住むことに特化
した郊外住宅地に魅力を感じていないと言える。
住民の高齢化と、若い世代が流入しなくなることの２
つの問題が重なることで人口減少と高齢化に拍車がか
かり、急速にまちが衰退していくことが予想される。
第一種低層住居専用地域は、 良好な住環境を守るた
め、カフェやレストラン、コンビ ニエンスストアの
ようなにぎわいや交流の施設や日用品の店舗施設が出
店することができない。 また、福祉・介護施設、子
どもたちの元気な声が響く学校や幼稚園は建設可能で
あるが、住環境の視点から積極的に建築されるまでに
至っていない。
３ ．プログラム
前項でふれた３つの問題点
・高齢者増加
・若者の減少
・空家の対処
上記よりプログラムの選定をする。
・高齢者増加
高齢者増加により介護の現場では労働者不足が深刻な
状況に陥り、フィリピン、インドネシア政府と日本政
府間で結ばれた経済連携協定 (EPA) により 2008 年か
ら介護福祉士の人材派遣が行われている。
現状は資料２に示されているように年々減少してい
る。現在までに 80 億円の税金を使っているため早急
なテコ入れが必要だ。
また、介護現場では分刻みのスケジュール、責任の重
さ、重労働から離職率が上昇している。
そこで本計画では介護の在り方を見直すことを目的と
し、外国人介護研修期間を過ごすための寮を一つのプ
ログラムとする。
・若者の減少
若者を呼び込むために大学生寮を計画する。
荏田近隣には９つの大学が点在している。荏田町の平
均家賃相場は１K で７万円前後と大学生の一人暮らし
にとって高いと言える。 そこで週 1 回の荏田で仕事
を与えることを条件に家賃を劇的に安くすることで大
学生を呼び込むことにする。共通集団があることで従
来の無作為に集められた集合住宅とは違うかたちで集
まって住むことを検討することができる。また、看護、
介護系の大学には介護の維持管理をしてもらうことで
学生は現場での学習を容易にすることもメリットにな
る。
・空家の対処
空家が発生する原因は　税金対策 思い出　の 2 点で
ある。
役割を終える住宅は空家になるのではなく時代に対応
した転生をしていくことが必要になる。
新興住宅地の特徴の第一世代の人口が多く、第二、三
世代を促進させることが必要である。
空家を借地として借りることを考える。
空家を財産と捉え直していくことで空家が転成してい
く状況を整える。
また、住宅のすべてをリノベーションするのではなく
諸室を残していくことで目には見えない関係性を残
し、関係を広げていく。
４ ．手法
　新興住宅地再生モデルとしてディベロッパーの様に
企業主体ではなく住民を含めた荏田エリアマネジメン
トを結成し、 行政や NPO、 商店会と住民の間を取り
持つような組織を結成し、荏田町全体を運営していく
こととにする。
０からスタートし全てを計画する従来の都市計画とは
異なり、新興住宅地の積み上げた４０年間の小さな風
景を紡ぎながら途切れそうな住民同士の関係を繋いで
いく。
今後、地域に軸足を置くことになる高齢者が急増して
も、歩いて暮らせる範囲内には住宅しかなく、日用品
の買物をしたり、友人や仲間と食事やお茶をしたり、
交流する場所はない。買物や余暇の娯楽は、駅前や幹
線道路沿いの商業施設まで車やバスで 行かなくては
ならず、介護やケアが必要になっても、デイサービス、
ショートステイといっ た軽度の福祉介護施設でさえ
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図１
　
3 軒で 1 住宅システム       　多様な関係性を想像できる         　今までの建売とは違う建ち方
上記図１のように住宅が並ぶと関係性がそれぞれで独
立した様相を見せる。
例として 1 つの住宅のプランを説明する。
赤　寮生の部屋　青　寮生、地域の方の勉強部屋
緑　元の住まい手のリビング
全てが独立した状況を整えることでこの一つの住宅に
対し利用者が異なった目的を持ち訪れることで住宅の
形式を変容させていく。
このような住宅が町に点在し、都市単位での住宅が形
成されることを本計画の目的にした。
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自宅の周辺にはない。このような状況が、近い将来、
大きな課題となっていくことが予想される。
荏田の新興住宅地エリアと荏田小学校の学区の重なっ
ている部分を対象敷地とする。
荏田町内には多くの自然を見ることができる。竹林が
多く生い茂っており、梨園が点在し、「浜ナシ」とい
うブランドにもなっている。栽培はされていないが菜
園も各所に広い面積を有している。2000 年までは小
学生や地域住民、学校の先生たちと竹林を整備し、竹
やタケノコを収穫し祭りが行われていたが、地域行事
の参加率が減少したことと主催者の高齢化から現在で
は開催されなくなってしまった。
竹林や菜園を再整備し、地域にとって必要不可欠にな
るようにすることを目指す。
タイムスケジュール
現在から 25 年間は高齢化社会が続く。
出資　　　：　国
維持管理　 ：　大学、地域介護会社
上記をもとに地域内での介護の在り方を提案し、それ
が町に住むことの基盤を作るものとする
2040 年以降は高齢者が減少していくと考えられるた
め、福祉寮の需要も同時に減ってくるだろう。
その時には福祉寮がシェアハウスなどに転成してい
く。
４．設計
・学生寮
・外国人介護福祉士寮
・前住民諸室
上記のプログラムに諸機能を与えると家屋一軒当たり
に一人ほどしか住まうことができない。
そこで 3 軒で 1 つの住宅機能を賄うことにする。
住宅 1 軒あたり４０坪とすると
40( 坪 ) x 3 =120( 坪 )
400(㎡ ) x  40 % = 160(㎡ )　←部屋の面積を 40％に設
定
　　　　　　    =12   (㎡ )  x 13　…部屋数 
　　　　　　　　　　　　1 戸につき４部屋確保。
　　　   x  60 % = 480(㎡ )　← 20％を諸機能 40％を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域還元
以上のように面積設定をすることで図４の様な町の中
に住まう様な関係性を築くことができる。
本計画では町の中に侵入していくのではなく、浸透し
ていく様な計画にしていく。
また、 介護研修生は荏田小学校の防災エリアに基づ
き、エリア内での適正人数を部屋数と照らし合わせ介
護研修生人数を決めていく。
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